
経営学科
卒業の認定に関する方針

統合的な
学習経験
と創造的
思考力

(1) (2) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5)

主
体
性

働
き
か
け
力

実
行
力

課
題
発
見
力

計
画
力

創
造
力

発
信
力

傾
聴
力

柔
軟
性

状
況
把
握
力

規
律
性

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

1.基本的語学力、情報処理能力を修得し、
経営、マーケティングおよび財務・会計に関
する基礎知識について説明できる。（知識・
理解）

● ● ● ● ●

2.グローバル化する社会にあって、経営（マ
ネジメント）という観点から課題を解決する
調整能力を備えている。（思考・判断）

● ● ● ● ● ● ● ● ●

3.実務に対応した専門性を高めようとする
真摯な態度と意欲を身につけている。（態
度）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4.地域経済において直面する問題を解決す
るコミュニケーション能力とリーダーシップ
を備えている。（技能）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

汎用的能力 態度・志向性

チ
ー
ム
で
働
く
力

顧
客
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し

、
顧
客
に
満
足
な
商
品
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
る

営
利
・
非
営
利
の
継
続
的
事
業
体
の
環
境
適
応
性
に
つ
い
て
充
分
に
理
解
し

、
継
続
的

事
業
体
を
適
切
に
組
織
化
で
き
る

新
た
に
生
起
す
る
経
営
の
事
象
に
関
し
て
適
切
な
解
釈
を
与
え

、
必
要
が
あ
れ
ば
自
ら

意
見
を
表
明
し
た
り

、
実
践
に
関
与
し
た
り
で
き
る

経
営
学
と
は
何
か

、
経
営
と
は
何
か
に
つ
い
て

、
そ
れ
を
専
門
と
し
な
い
者
に
説
明
で

き
る

特
定
の
経
営
課
題
に
つ
い
て

、
文
献
や
デ
ー

タ
を
収
集
し

、
吟
味
し

、
解
決
で
き
る

営
利
・
非
営
利
の
継
続
的
事
業
体
を
企
画
し

、
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る

日本学術会議
大学教育の分野別質保証のための

教育課程編成上の参照基準
経営学分野

4(2)経営学の学びを通じて獲得すべき基本的能力（獲得されるであろう具体的能力）

総合政策学部　経営学科
複数の「新しい能力」への対応

　　学士力（学士課程答申）

社会人基礎力

論
理
的
思
考
力

（
情
報
や
知
識
を
複
眼
的

、
論
理
的
に
分
析
し

、
表
現
で
き
る

。

）

問
題
解
決
力

（
問
題
を
発
見
し

、
解
決
に
必
要
な
情
報
を
収
集
・
分
析
・
整
理
し

、
そ

の
問
題
を
確
実
に
解
決
で
き
る

。

）

自
己
管
理
力

（
自
ら
を
律
し
て
行
動
で
き
る

。

）

数
量
的
ス
キ
ル

(

自
然
や
社
会
的
事
象
に
つ
い
て

、
シ
ン
ボ
ル
を
活
用
し
て
分
析
し

、
理

解
し

、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

。)

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

（
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ

）
を
用
い
て

、
多
様
な
情
報
を
収
集
・
分
析

し
て
適
正
に
判
断
し

、
モ
ラ
ル
に
則
っ
て
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る

。

）

（主文）
　経営（マネジメント）の観点から、グローバ
ル社会の中で企業等が直面している諸問題
に取り組み、その具体的な解決策を提示で
きる能力を備えた人材を養成します。

知識・理解

グ
ロ
ー

バ
ル
に
展
開
し
て
い
る
継
続
的
事
業
体
を
世
界
的
視
野
に
お
い
て
経
営
す
る
こ

と
が
で
き
る

組
織
に
お
け
る
個
人
や
集
団
を
組
織
目
標
に
向
か
っ
て
動
機
づ
け

、
組
織
を
活
性
化
す

る
こ
と
が
で
き
る

経
営
に
関
す
る
他
者
の
意
見
を
理
解
し

、
適
切
に
評
価
し

、
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

るこ
れ
ま
で
に
獲
得
し
た
知
識
・
技
能
・
態
度
等
を
総
合
的
に
活
用
し

、
自
ら
が

立
て
た
新
た
な
課
題
に
そ
れ
ら
を
適
用
し

、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
能
力

継
続
的
事
業
体
の
資
金
の
流
れ
を
把
握
し

、
経
営
活
動
の
結
果
を
貨
幣
的
に
測
定
す
る

こ
と
が
で
き
る

前
に
踏
み
出
す
力

考
え
抜
く
力

営
利
・
非
営
利
の
継
続
的
事
業
体
の
経
営
の
現
状
お
よ
び
今
後
に
つ
い
て

、
実
証
的
な

裏
付
け
の
あ
る
見
解
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

生
産
工
程
や
流
通
過
程
を
設
計
し

、
問
題
が
発
生
し
た
と
き
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き

る継
続
的
事
業
体
を
適
切
に
組
織
し

、
そ
の
組
織
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
，
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
他
者
と
協
調
・
協
働
し
て
行
動
で
き
る

。
ま
た

、
他
者
に
方
向
性
を
示

し

、
目
標
の
実
現
の
た
め
に
動
員
で
き
る

。

）

倫
理
観

（
自
己
の
良
心
と
社
会
の
規
範
や
ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
動
で
き
る

。

）

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任

（
社
会
の
一
員
と
し
て
の
意
識
を
持
ち

、
義
務
と
権
利
を
適
正
に
行
使
し

つ
つ
，
社
会
の
発
展
の
た
め
に
積
極
的
に
関
与
で
き
る

。

）

生
涯
学
習
力

（
卒
業
後
も
自
律
・
自
立
し
て
学
習
で
き
る

。

）

多
文
化
・
異
文
化
に
関
す
る
知
識
の
理
解

人
類
の
文
化
，
社
会
と
自
然
に
関
す
る
知
識
の
理
解

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

(

日
本
語
と
特
定
の
外
国
語
を
用
い
て

、
読
み

、
書
き

、
聞
き

、
話
す
こ

と
が
で
き
る

。)



法律行政学科
卒業の認定に関する方針

統合的な
学習経験
と創造的
思考力

(1) (2) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) ア イ ウ エ オ カ キ

主
体
性

働
き
か
け
力

実
行
力

課
題
発
見
力

計
画
力

創
造
力

発
信
力

傾
聴
力

柔
軟
性

状
況
把
握
力

規
律
性

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

1.法律・行政に関する基礎的知識を身につ
け、社会の実態を広い視野から理解するこ
とができる。（知識・理解）

● ● ● ● ● ● ●  

2.法制度と行政をめぐる様々な現代的問
題について、論理的思考に基き、適切な対
応を提案することができる。（思考・判断）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

3.安心・安全な社会の実現に向けて主体的
に取り組む姿勢と、多面的総合的に判断す
る公平性を身につけている。（態度）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  ● ●

4.社会に貢献するための、法的思考能力
（リーガルマインド）と政策立案能力を備え
ている。
（技能）

● ● ● ● ● ● ● ● ●

法
規
範
が
前
提
と
す
る
価
値
原
理
を
理
解
し

、
そ
れ
に
関
連
し
た
具

体
的
で
的
確
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力

意
見
の
多
様
性
を
認
め
な
が
ら
も

、
一
定
の
結
論
が
選
び
取
ら
れ
る

過
程
で
の
論
理
的
な
説
明
能
力

多
様
な
見
解
の
間
で
の
利
害
の
得
失
を
分
析
し

、
そ
の
間
を
調
整
す

る
能
力

生
涯
学
習
力

（
卒
業
後
も
自
律
・
自
立
し
て
学
習
で
き
る

。

）

こ
れ
ま
で
に
獲
得
し
た
知
識
・
技
能
・
態
度
等
を
総
合
的
に
活
用
し

、

自
ら
が
立
て
た
新
た
な
課
題
に
そ
れ
ら
を
適
用
し

、
そ
の
課
題
を
解
決

す
る
能
力

前
に
踏
み
出
す
力

考
え
抜
く
力

チ
ー
ム
で
働
く
力

法
律
条
文
や
規
則
な
ど
の
正
確
な
読
解
能
力

問
題
解
決
力

（
問
題
を
発
見
し

、
解
決
に
必
要
な
情
報
を
収
集
・
分
析
・
整
理

し

、
そ
の
問
題
を
確
実
に
解
決
で
き
る

。

）

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
，
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
他
者
と
協
調
・
協
働
し
て
行
動
で
き
る

。
ま
た

、
他
者
に
方
向
性

を
示
し

、
目
標
の
実
現
の
た
め
に
動
員
で
き
る

。

）

倫
理
観

（
自
己
の
良
心
と
社
会
の
規
範
や
ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
動
で
き

る

。

）

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任

（
社
会
の
一
員
と
し
て
の
意
識
を
持
ち

、
義
務
と
権
利
を
適
正
に
行

使
し
つ
つ
，
社
会
の
発
展
の
た
め
に
積
極
的
に
関
与
で
き
る

。

）

司
法
機
関

、
準
司
法
機
関
が
社
会
で
果
た
し
て
い
る
役
割
と
そ
の
意

義
の
理
解

汎用的能力 態度・志向性

人
類
の
文
化
，
社
会
と
自
然
に
関
す
る
知
識
の
理
解

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

(

日
本
語
と
特
定
の
外
国
語
を
用
い
て

、
読
み

、
書
き

、
聞
き

、
話

す
こ
と
が
で
き
る

。)

数
量
的
ス
キ
ル

(

自
然
や
社
会
的
事
象
に
つ
い
て

、
シ
ン
ボ
ル
を
活
用
し
て
分
析

し

、
理
解
し

、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

。)

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

（
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ

）
を
用
い
て

、
多
様
な
情
報
を
収
集
・

分
析
し
て
適
正
に
判
断
し

、
モ
ラ
ル
に
則
っ
て
効
果
的
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る

。

）

論
理
的
思
考
力

（
情
報
や
知
識
を
複
眼
的

、
論
理
的
に
分
析
し

、
表
現
で
き
る

。

）

多
文
化
・
異
文
化
に
関
す
る
知
識
の
理
解

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
に
お
け
る
紛
争
解
決
の
難
し
さ
に
つ
い
て

の
理
解

自
己
管
理
力

（
自
ら
を
律
し
て
行
動
で
き
る

。

）

国
家
に
お
け
る
法
規
の
構
造
や
国
家
制
度
の
理
解

、
基
本
的
人
権
の

思
想
や
そ
の
現
実
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
理
解

総合政策学部　法律行政学科
複数の「新しい能力」への対応

　　学士力（学士課程答申）

社会人基礎力

日本学術会議
大学教育の分野別質保証のための

教育課程編成上の参照基準
法学分野

4(2）法学を学ぶすべての学生が身に付けることを目指すべき
基本的な素養（考えられる基本的な素養の内容）

（主文）
　法的思考能力（リーガルマインド）を基礎
として、法制度を理解し、安心・安全な社会
の実現のために活動している諸機関におい
て活躍できる人材を養成します。

知識・理解



総合政策学科
卒業の認定に関する方針

統合的な
学習経験
と創造的
思考力

(1) (2) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5)

主
体
性

働
き
か
け
力

実
行
力

課
題
発
見
力

計
画
力

創
造
力

発
信
力

傾
聴
力

柔
軟
性

状
況
把
握
力

規
律
性

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

1.政治・経済に関する基礎的知識を身につ
け、各分野における政策形成の過程を理解
している。（知識・理解）

● ● ●

2.諸問題を考察し、実践的なプロセスによ
り問題解決に導く提案ができる。（思考・判
断）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3.地方を創生し活性化する必要性と重要性
を認識し、地域社会の中でリーダーシップ
を発揮することで地域社会のニーズに応え
る姿勢を身につけている。（態度）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4.多分野に関連し複雑化する諸問題に対
し、グローバル的、総合的な視点から解決策
を提案できる能力を備えている。（技能）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

汎用的能力 態度・志向性

こ
れ
ま
で
に
獲
得
し
た
知
識
・
技
能
・
態
度
等
を
総
合
的
に
活
用
し

、

自
ら
が
立
て
た
新
た
な
課
題
に
そ
れ
ら
を
適
用
し

、
そ
の
課
題
を
解
決

す
る
能
力

抽
象
的
思
考

日本学術会議
大学教育の分野別質保証のための

教育課程編成上の参照基準
政治学分野

4(３）政治学を学ぶすべての学生が身に付
けることを目指すべき基本的な素養

（獲得すべき能力）

国
内
政
治
と
国
際
政
治
と
が
現
実
に
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
の
か
に

つ
い
て

、
専
門
的
研
究
に
も
と
づ
い
た
知
識

自
ら
が
地
域
や
国
家
の
政
治
に
対
し
て

、
市
民
参
加
の
回
路
を
通
じ

て

、
い
か
に
行
動
す
る
か
に
つ
い
て
の
判
断
力

自
分
と
は
意
見
の
異
な
る
他
者
を
い
か
に
説
得
し
て
合
意
を
調
達
す
る

か

、
多
様
な
個
人
や
集
団
の
共
存
と
統
合
を
目
指
す
営
み
に
つ
い
て
の

知
識

問
題
設
定
能
力

総合政策学部　総合政策学科
複数の「新しい能力」への対応

　　学士力（学士課程答申）

社会人基礎力

日本学術会議
大学教育の分野別質保証のための

教育課程編成上の参照基準
経済学分野

4(2)経済学分野の学びを通じて獲得
すべき基本的な能力（経済学に固有な

能力）

自
己
管
理
力

（
自
ら
を
律
し
て
行
動
で
き
る

。

）

前
に
踏
み
出
す
力

考
え
抜
く
力

（主文）
　学際的・総合的観点から、地域の官民の諸
機関において、地域社会が直面している諸
問題に取り組み、その具体的な解決策を提
示することのできる人材を養成します。

知識・理解

全
体
を
総
合
的
に
把
握
す
る
能
力

多
文
化
・
異
文
化
に
関
す
る
知
識
の
理
解

チ
ー
ム
で
働
く
力

人
類
の
文
化
，
社
会
と
自
然
に
関
す
る
知
識
の
理
解

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

(

日
本
語
と
特
定
の
外
国
語
を
用
い
て

、
読
み

、
書
き

、
聞
き

、
話

す
こ
と
が
で
き
る

。)

数
量
的
ス
キ
ル

(

自
然
や
社
会
的
事
象
に
つ
い
て

、
シ
ン
ボ
ル
を
活
用
し
て
分
析

し

、
理
解
し

、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

。)

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

（
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ

）
を
用
い
て

、
多
様
な
情
報
を
収
集
・

分
析
し
て
適
正
に
判
断
し

、
モ
ラ
ル
に
則
っ
て
効
果
的
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る

。

）

論
理
的
思
考
力

（
情
報
や
知
識
を
複
眼
的

、
論
理
的
に
分
析
し

、
表
現
で
き
る

。

）

問
題
解
決
力

（
問
題
を
発
見
し

、
解
決
に
必
要
な
情
報
を
収
集
・
分
析
・
整
理

し

、
そ
の
問
題
を
確
実
に
解
決
で
き
る

。

）

ひ
と
り
の
市
民
と
し
て
政
治
の
現
実
に
つ
い
て
成
熟
し
た
選
択
を
行
え

る
よ
う
な
判
断
力

数
量
的
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
，
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
他
者
と
協
調
・
協
働
し
て
行
動
で
き
る

。
ま
た

、
他
者
に
方
向
性

を
示
し

、
目
標
の
実
現
の
た
め
に
動
員
で
き
る

。

）

倫
理
観

（
自
己
の
良
心
と
社
会
の
規
範
や
ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
動
で
き

る

。

）

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任

（
社
会
の
一
員
と
し
て
の
意
識
を
持
ち

、
義
務
と
権
利
を
適
正
に
行

使
し
つ
つ
，
社
会
の
発
展
の
た
め
に
積
極
的
に
関
与
で
き
る

。

）

生
涯
学
習
力

（
卒
業
後
も
自
律
・
自
立
し
て
学
習
で
き
る

。

）

演
繹
的
思
考

帰
納
的
思
考
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